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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は9月30日（水）です。

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室） 
☎ 65‐0709　 63‐4087

●国民健康保険税（6期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（6期）
●後期高齢者医療保険料
●公共下水道使用料
　・農業集落排水施設使用料

今月の納税等

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

　「元気なまちかど」で、ごみ拾いをしながらリヤカー
で国内を歩いている上村さんを紹介しています。
　大阪から歩き続けて10日、甲賀市役所に立ち寄ら
れた日も、1日歩いてきたとは思えないほど元気な顔で、

リヤカーを引いて現れた上村さん。行く先々で土地の人たちとの
ふれあいを大切にされており、目的は「婚活」と冗談交じりに話
しておられましたが、荷台に積まれたごみの山を見ると、はっと
気づかされることがあり、素直に笑っていられませんでした。
　「手軽に買える物は、すぐに捨てられる」と話されていたとおり、
集められたペットボトルやビニール傘などのごみは、便利になっ
た私たちの生活を映し出しているようでした。上村さんの活動か
ら、ごみを捨てないというモラルだけでなく、ごみを出さない生
活へのヒントをもらったように思います。ふ

自
動
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
用
中
間
膜
な

ど
を
製
造

　

当
工
場
は
、
高
機
能
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
、
自
動
車
や
建
築
用
の
合
わ

せ
ガ
ラ
ス
用
中
間
膜
、イ
ン
ク
や
塗
料
の
つ
な

ぎ
に
用
い
る
合
成
樹
脂
、
液
晶
パ
ネ
ル
用
の

微
粒
子
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
中
間
膜
の
分
野
で
は
世
界
ト
ッ
プ

シ
ェア
を
誇
り
ま
す
。原
料
か
ら
の一貫
生
産

を
行
う
こ
と
で
、

高
い
品
質
を
生
み

出
し
て
お
り
、
破

損
時
の
ガ
ラ
ス
の

飛
散
防
止
に
加

え
、
騒
音
や
熱
、

紫
外
線
を
遮
断
す
る
機
能
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

当
工
場
の
製
品
は
、
直
接
目
に
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
子
機
器
か
ら
自
動

車
、
住
宅
と
、
暮
ら
し
の
広
い
分
野
で
安
全

と
快
適
さ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

社
会
へ
貢
献
し
、
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る

企
業
に

　

工
場
内
の
廃
棄
物
・
有
害
物
質
・
温
室

効
果
ガ
ス
の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減

に
努
め
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、独
自
の
技

術
を
活
か
し
て
、
地
球
に
や
さ
し
い
製
品
を

生
み
出
し
、環
境
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
方
を
招
い
て
の
花
見
や
納

涼
祭
、小
学
生
を
対
象
と
し
た
科
学
教
室
や

自
然
塾
を
開

催
し
、
地
域
と

の
懇
親
を
深
め

な
が
ら
、
皆
さ

ん
に
信
頼
さ
れ

る
工
場
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。（

工
場
長　

福
永
年
隆
氏
談
）

◎
設
立
：
昭
和
35
年
11
月

◎
従
業
員
数
：
4
8
1
名（
含
関
係
会
社
・

協
力
会
社
）

◎
所
在
地
：
水
口
町
泉
1
2
5
9
番
地

◎
T
E
L
6
2

-

3
3
8
1

◎
F
A
X
6
2

-

8
1
5
9

▲ お話を伺った福永さん

▲ 自動車などの合わせガラス
　 にはさむ中間膜
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市
内
小
学
生
が
広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加

　

キ
ー
ワ
ー
ド
は
協
働
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援　

　

元
気
な
ま
ち
か
ど

　
　

市
民
球
技
大
会
／
教
育
施
設
修
繕
奉
仕
活
動

　
　

人
権
教
育
研
究
大
会
／
子
ど
も
科
学
教
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ほ
か

　

情
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の
ま
ど

　

も
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づ
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う
か
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／
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仕
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▲車イスを動かしながらボールを操る
　車イスバスケットボール（関連記事は11ページ）

68101420

ふ
く
な
が
と
し
た
か
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀

市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い

る
、
も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

も
の
づ
く
り
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メ
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カ
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イ
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ニ
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積
水
化
学
工
業
株
式
会
社 

滋
賀
水
口
工
場

甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会



　

市
は
、合
併
以
降
、人
件
費
や
物
件
費

の
削
減
を
行
い
な
が
ら「
新
市
建
設
計

画
」に
基
づ
き
、義
務
教
育
施
設
等
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、財
源
の
伴
わ
な
い

権
限
委
譲
や
補
助
金
削
減
な
ど
の「
三

位
一
体
の
改
革
」に
加
え
て
、昨
今
の
経

済
不
況
に
よ
る
市
税
の
落
ち
込
み
が
市

財
政
を
圧
迫
、非
常
に
厳
し
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
、「
サ
ー
ビ
ス
は
高
く
、負
担
は
低

く
」と
さ
れ
た
合
併
調
整
や
合
併
前
後
に

計
画
・
実
施
し
た
大
規
模
事
業
の
た
め
の

起
債
償
還
、制
度
改
正
や
高
齢
化
の
進
行

に
よ
る
扶
助
費
、経
営
安
定
の
た
め
の
水

道
・
下
水
道
・
病
院
会
計
等
へ
の
繰
出
金

な
ど
の
増
加
に
加
え
、時
間
を
要
す
る
合

併
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
な
ど
が
更
に

財
政
運
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
運
営
の
要
因
の
一
つ
と

し
て
、三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
普
通
地

方
交
付
税
の
減
少
が
あ
り
ま
す
。甲
賀
市

の
普
通
地
方
交
付
税
額
は
、合
併
直
後
の

平
成
17
年
度
に
比
べ
て
平
成
20
年
度
は

8
億
8
千
万
円
も
減
っ
て
い
ま
す
。さ
ら

に
平
成
27
年
度
以
降
の
5
年
間
で
、合
併

特
例
が
段
階
的
に
終
了
し
、毎
年
約
5
億

円
ず
つ
減
少
し
ま
す
。

　

ま
た
、市
税
収
入
も
、予
測
を
上
回
る

経
済
不
況
に
よ
り
、平
成
19
年
度
に
比

べ
、平
成
21
年
度
は
11
億
1
千
万
円
の
減

収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

厳
し
い
財
政
を

経
済
不
況
が

追
い
討
ち

市
税
・
普
通
地
方
交
付
税
の

収
入
減
が
財
政
を
圧
迫

基
金
は
最
低
限
を
確
保
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歳入は前年度の繰越金、基金取崩額を除いています。
歳出は翌年度繰越事業の繰越財源を含んでいます。
平成19年度までは決算額、平成20年度以降は見込額です。

歳入

歳出

歳入・歳出決算状況および将来見通し
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基金残高の推移

　地方財政を取り巻く環境は、国全体の景気が急速に悪化したことにより、大幅な税収
減が生じ、極めて厳しい状況が続いています。
　本市も例外ではなく、国や県の交付金の削減や市税の減収により、限られた財源での
行財政運営が必要となってきています。
　市ではこのほど市の財政状況と将来見通しを取りまとめました。今月号では市の財
政運営についてご説明します。

財政健全化に向けて
-市の財政状況と将来見通し-
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こ
れ
ま
で
、景
気
の
後
退
に
よ
る
税
収

の
減
少
や
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に

対
し
、経
費
の
節
減
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。そ
れ
で
も
な
お
不
足
す
る
分
を
補

う
た
め
基
金
を
取
り
崩
し
て
き
ま
し
た

が
、そ
の
基
金
も
底
を
つ
き
か
け
て
い
ま

す
。

　

平
成
21
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
と

減
債
基
金
の
残
高
は
、6
億
6
千
万
円
と

な
る
見
込
み
で
す
。

　

少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
等
に
伴
い
、

福
祉
医
療
、社
会
福
祉
、老
人
福
祉
な
ど

の
負
担
も
大
幅
に
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
社
会
保
障
関
係
経
費
は
、

今
後
も
増
え
て
い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

繰
出
金
は
、特
別
会
計
な
ど
の
運
営
に
対

す
る
資
金
援
助
を
し
て
い
く
経
費
で
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
や
上
水
道
事
業
、

病
院
事
業
、後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
事
業
費
増
加
や

医
療
費
の
上
昇
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま

す
。特
に
、上
水
道
に
つ
い
て
は
、合
併

時
の
調
整
で
料
金
を
抑
え
ら
れ
た
た
め

に
、そ
の
影
響
す
る
総
額
20
億
円
を
平

成
27
年
度
ま
で
支
援
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

公
債
費
は
、市
の
借
金（
市
債
）を
返
済

し
て
い
く
経
費（
元
金
や
利
子
な
ど
）で

す
。

　

市
で
は
、合
併
前
や
、合
併
時
の
約
束

に
よ
り
市
へ
の
移
行
後
に
進
め
て
き
た

大
型
事
業
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
市
債

の
償
還
が
始
ま
っ
て
大
幅
な
増
額
と
な

り
、一
般
会
計
で
は
平
成
21
年
度
に
償
還

額
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。ま
た
、

公
共
下
水
道
事
業
で
は
、平
成
26
年
度
ま

で
上
昇
が
続
く
見
込
み
で
、こ
の
経
費
の

約
2
分
の
1
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出

し
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
、市
で
は

継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
体
力
を
備
え

る
た
め
、こ
れ
ま
で
か
ら
長
期
的
展
望
に

立
っ
て
、財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

人
件
費
で
は
、職
員
の
定
員
適
正
化
計

画
に
よ
り
職
員
数
の
削
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、議
員
や
特
別
職
、職
員
の
報
酬
、

給
与
、手
当
等
の
独
自
削
減
を
図
り
ま
し

た
。物
件
費
で
は
、す
べ
て
の
経
費
に
対

し
節
約
と
合
理
化
に
努
め
、事
務
経
費
等

の
削
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
将
来
負
担
の
軽
減
の
観
点
か
ら

建
設
事
業
の
縮
小
や
延
伸
を
図
り
、各
事

業
に
お
い
て
費
用
対
効
果
や
緊
急
性
な

ど
を
十
分
検
討
す
る
中
で
、市
民
生
活
に

密
着
し
た
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
施
策

に
つ
い
て
、選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
執

行
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

社
会
保
障
関
係
経
費
が

増
加

特
別
会
計
へ
の
資
金
援
助

が
増
加
傾
向
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平成19年度までは決算額、平成20年度以降は見込額です。

（年度）

社会保障関係経費の推移

公
債
費（
借
金
の
返
済
）

も
増
加
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平成19年度までは決算額、平成20年度以降は見込額です。

繰出金の推移
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平成19年度までは決算額、平成20年度以降は見込額です。

公債費の推移

〜
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
〜

徹
底
し
た

経
費
削
減
・

選
択
と
集
中
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こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、一
定

の
成
果
を
生
み
出
し
自
立
し
た
自
治
体

に
向
か
っ
て
い
る
も
の
の
、健
全
な
財
政

基
盤
の
確
立
へ
向
け
よ
り
一
層
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、次
の
取
り
組
み
を
進
め
、よ

り
強
固
な
財
政
基
盤
を
築
き
上
げ
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
予
算
に
反
映
さ
せ

た
い
の
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①�

税
の
徴
収
率
向
上
と
滞
納
整
理
の
推
進

　
（
滞
納
額
を
年
間
約
１
億
円
削
減
）

②�

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
人
員
削
減

　
（
人
件
費
を
年
間
約
6
千
万
円
削
減
）

③�

公
共
施
設
お
よ
び
事
務
事
業
の
見
直
し

に
よ
る
物
件
費
、維
持
補
修
費
の
削
減

④�

外
郭
団
体
、補
助
団
体
等
へ
の
負
担

金
、補
助
金
等
の
見
直
し

　
（
③
＋
④
＝
約
2
億
円
を
削
減
）

⑤�「
返
す
以
上
に
借
り
な
い
」こ
と
を
基

本
に
選
択
と
集
中
に
よ
る
予
算
執
行

に
よ
り
公
債
費
等
を
抑
制

　
（
事
業
延
伸
等
で
約
6
億
4
千
万
円
削
減
）

　

長
期
の
財
政
見
通
し
か
ら
今
後
、平
成

24
年
度
ま
で
の
3
年
間
に
お
い
て
は
単

年
度
約
10
億
円
前
後
の
財
源
不
足
が
生

じ
て
き
ま
す
が
、そ
の
後
は
公
債
費（
借

金
の
返
済
金
）や
人
件
費
の
減
少
に
よ
り

財
源
不
足
額
は
1
億
円
か
ら
2
億
円
程

度
と
な
り
ま
す
。

　

本
市
に
は
、恵
ま
れ
た
自
然
、特
色
あ

る
地
場
産
業
や
伝
統
文
化
、優
れ
た
立

地
特
性
な
ど
、豊
か
な「
底
力
」が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
の「
底
力
」を
引
き
出
し
、

効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、こ
の

厳
し
い
3
年
間
を
基
金（
貯
金
）を
使
い

な
が
ら
も
収
入
の
確
保
や
合
併
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
少
し
で
も
早
く
発
揮

さ
せ
、経
費
の
節
減
に
努
め
ま
す
。こ
の

こ
と
が
健
全
財
政
に
よ
る
明
る
い
未
来

を
開
き
、総
合
計
画
に
示
す「
人　

自
然

財政課　財政係　☎ 65-0676　  63-4561問い合わせ

こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み

区分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

歳入 281.9 284.1 285.5 289.2 290.6 285.8 282.8

市 税 133.0 135.5 135.6 137.9 139.7 139.8 142.1

地方交付税 54.5 54.5 54.5 54.5 54.0 49.0 44.4

国・県支出金 32.9 33.7 33.8 34.2 33.9 34.0 34.0

市 債 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

繰 入 金 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9

そ の 他 44.1 43.0 44.2 45.2 45.6 45.6 44.9

歳出 291.6 294.1 293.7 290.9 291.4 286.4 284.4

人 件 費 63.8 63.2 62.7 62.1 61.5 61.0 60.4

物 件 費 53.3 53.3 53.6 52.2 51.7 51.7 52.0

扶 助 費 29.3 29.4 29.5 29.6 29.7 29.8 29.9

補 助 費 等 43.2 42.7 42.9 43.2 46.6 45.8 45.4

投資的経費 11.1 15.0 15.2 15.5 15.5 15.5 15.0

公 債 費 48.5 47.9 46.8 45.0 42.3 37.9 36.6

そ の 他 42.4 42.6 43.0 43.3 44.1 44.7 45.1

収支過不足額 ▲ 9.7 ▲ 10.0 ▲ 8.2 ▲ 1.7 ▲ 0.8 ▲ 0.6 ▲ 1.6

長期の収支見通し

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

H17 H18 H19 H20 H21

60.6

69.4

89.4

67.3

57.4

66.166.1

33.1

56.8

66.2 64.9

53.5

23.6
18.1

54.9

64.8

（年度）

（億円）

平成19年度までは決算額、平成20年度以降は見込額です。

人件費

物件費
投資的経費

経費別決算の推移

（億円） 輝
き
つ
づ
け
る　

あ
い
甲
賀
」の
実
現
を

可
能
と
し
ま
す
。

　

地
方
の
生
き
残
り
が
問
わ
れ
る
競
争

の
時
代
の
中
、こ
の
危
機
的
状
況
を
乗
り

越
え
、将
来
へ
向
け
た
ゆ
る
ぎ
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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市
で
は
、良
好
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、「
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関
す
る

条
例
」と「
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育

て
る
条
例
」の
見
直
し
に
か
か
る
事
務
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、そ
の
内
容
を
公
表
し
、広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
公
表
時
期
・
意
見
募
集
期
間

　

10
月
1
日（
木
）〜
30
日（
金
）の
30
日
間

■
公
表
方
法

　

�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、都
市
計
画
課

･
各
支
所
で
の
閲
覧

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方

　

�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、市
内
に

事
業
所
を

有
す
る
個
人

お
よ
び
法
人
、

そ
の
他
の
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法

　

�

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、直
接

提
出
い
た
だ
く
か
、郵
送（
10
月
30
日
必

着
）、F
A
X
、E
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

「
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
」

「
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育
て
る
条
例
」

　
　
　
　
　
　

の
一
部
改
正（
案
）へ
の
ご
意
見
募
集

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課　

開
発
指
導
担
当

〒
５
２
８-

８
５
０
２ 

水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

Ｅ
メ
ー
ル  koka281000@

city.koka.lg.jp

☎
6
5
-0
6
0
6　

 

6
3
-4
6
0
1

◎北
きたがわ

川桃
も も こ

子さん（小・中学生女子個人剣道）
◎伴谷ファイターズ　19名（小学生女子ソフトボール）
◎水口剣道スポーツ少年団　剣徳会（少年剣道）
　小学生5名、中学生5名
◎水口高校射撃部　6名（高校ライフル射撃）
◎水口高校ソフトボール部　18名（高校女子ソフトボール）
◎水口高校馬術部　谷

たにぐち

口しおりさん（高校馬術）
◎KOKA忍ジャー　6名（スポレク祭バウンドテニス）
◎山

やました

下萌
もえ

さん、中
なかざわ

澤恵
え り な

里菜さん（小学生ソフトテニス）
◎カスティージョ水口　18名（少年サッカー）
◎S・T　19名（レディースソフトボール）
◎甲西高校ソフトテニス部
　清

し み ず

水雅
ま さ き

生さん、朝
あ さ ひ

陽翔
しょうた

太さん（高校ソフトテニス）
◎信楽高校ボクシング部　小

こ に し

西克
か つ や

也さん（高校ボクシング）
◎中

な か い

井洋
ひ ろ お

夫さん（ねんりんピックサッカー）
◎甲賀JAC　4名（小学生陸上競技）

◎甲西高校弓道部　野
の ぐ ち

口貴
たかしげ

茂さん、太
お お た

田昌
まさひろ

宏さん（高校弓道）
◎近江高校卓球部　西

に し だ

田武
たけひさ

久さん（高校卓球）
◎長

は せ が わ

谷川由
ゆ か

香さん、中
なかやぶ

薮吉
よ し お

雄さん、岡
おかもと

本英
ひであき

明さん
　（スポレク祭エアロビック）
◎杉

すぎもと

本志
し

げ子
こ

さん（スポレク祭マスターズ陸上）
◎原

は ら だ

田絵
え み

美さん（6人制バレーボール）
◎辻

つじ

みゆきさん（マスターズ2009バスケットボール）

■全国中学校総体
◎水口中学校剣道部
　女子8名
◎甲南中学校剣道部
　長

は せ が わ

谷川哲
て つ や

也さん
◎甲賀中学校陸上競技部
　前

ま え だ

田直
な お や

哉さん

全国大会出場を果たした皆さん

「農商工等連携事業計画」に
市内事業者1件が認定

　中小企業と農林水産業者がノウハウや設備を
持ち寄って新商品、新サービスの開発に連携し
て取り組む事業計画について、7月6日付けで滋
賀県から2件が国の認定を受けました。
　うち1件が甲賀のお茶も使った事業です。今後
は、この取り組みが進められるとともに、活動を
通じて地域経済が活性化されることに期待が寄
せられます。

〈中小企業者〉 滋賀特産品振興企業組合（甲賀市）
〈農林漁業者〉 北川製茶（野洲市）

近江茶（抹茶・ほうじ茶・煎茶）を活用したジャム
およびドレッシングの開発と販売

　　　　　　  商工観光課　商工観光担当
☎ 65-0708　  63-4087
問い合わせ

事業者名

事業内容

　各種スポーツの県大会や近畿大会を勝ち抜いた選手の皆さんが、全国大会への出
場を果たしました。7月から10月にかけて全国各地で熱戦が展開されています。
　大会前の激励会では、各団体や学校、個人から、大会に向けての決意が力強く述べ
られました。國松教育長は「大会で勝つためには自分に勝つこと。体調管理に気をつ
けて練習の成果を十二分に発揮して」と激励の言葉を贈りました。

▲全国中学校総体に出場する選手の激励会

全国の舞台
で

活躍を
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広
島
の
街
は
本
当
に
こ
こ
に
原
爆
が

落
と
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
き

れ
い
な
街
で
し
た
。64
年
と
い
う
年
月

の
流
れ
と
日
本
人
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。で
も
、そ
れ
は
表
の
世
界
で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
た
ち
が
原
爆
の
被

害
で
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

日
本
人
も
ア
メ
リ
カ
人
も
一
人
の

人
間
と
し
て
原
爆
ド
ー
ム
の
前
に
立

て
ば
、原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
被
爆
者
の

悲
し
み
を
感
じ
、平
和
を
願
う
気
持
ち

64
年
の
流
れ
の
中
に

原
爆
ド
ー
ム
の
前
で

　

広
島
で
行
わ
れ
た
平
和
記
念
式
典
に
参
加
す
る
た

め
、8
月
5
日
、6
日
の
両
日
、市
内
小
学
校
6
年
生
が

現
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、次
代
を
担
う
世
代
の
人
に
、戦
争
の
悲
惨
さ

や
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、平
和
の
尊
さ
を
学
ん
で
も
ら

う
た
め
、毎
年
同
式
典
へ
の
参
加
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、参
加
者
が
平
和
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
役

割
と
し
て
、学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、募

集
人
数
を
拡
大
、去
年
よ
り
8
名
多
い
23
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、5
日
に
市
内
各
小
学
校
か
ら
託
さ
れ
た

折
鶴
と
、平
和
を
願
い
毎
年
児
童
へ
託
さ
れ
て
い
る
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
荘
か
ら
の
折
鶴
を

原
爆
の
子
の
像
に
捧
げ
ま
し
た
。64
回
目
の
原
爆
の
日

を
迎
え
た
6
日
に
は
、平
和
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
5
万
人
が
参
加
。児
童
も
参
加
し
、世
界
の

恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。参
加
し
た
児
童
の
感
想
文

（
抜
粋
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
で
平
和
祈
念

展
2
0
0
9
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
に

は
、県
内
か
ら
集
ま
っ
た
戦
没
者
の
遺
品
や

手
紙
、当
時
の
子
ど
も
が
描
い
た
絵
日
記
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
の
8
月
26
日
に
は
、戦
争
を
体

験
し
た
東
近
江
市
の
中な
か
じ
ま島
伸の
ぶ
お男
さ
ん
か
ら

戦
時
中
の
生
活
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、中
島
さ
ん
が
当
時
食
べ
て
い
た
と

い
う
多
年
草
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
が
入
っ
た
麦
ご

は
ん
と
ツ
ユ
ク
サ
の
お
ひ
た
し
の
試
食
も

あ
り
、

参
加
者

は
戦
争

の
時
代

に
思
い

を
馳
せ

て
い
ま

し
た
。

広島平和記念式典に当市から23名が参加

恒久平和の
思いを胸に

湖
国
の
戦
争
を
学
ぶ

〜
平
和
祈
念
展
2
0
0
9
〜▲戦時中に使われていた品々が展示された

　

現
在
私
た
ち
が
受
け
て
い
る
平
和
と
繁

栄
が
、祖
国
の
た
め
に
命
を
落
と
さ
れ
た
戦

没
者
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、毎
年
、各
地
域
で
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
、お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。8
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
各
追
悼
式

で
は
、広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
た
児

童
の
作
文
朗
読
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
64
年
が
経
過
し
、国
民
の
4
分
の
3

が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
を
謙
虚
に
振
り
返
り
、悲
惨
な
戦
争
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、後
世
に
正
し

く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で

す
。甲
賀
市
は
、8
月
3
日
、平
和
市
長
会
議

に
加
盟
し
ま
し
た
。核
廃
絶
に
向
け
た
国
レ

ベ
ル
の

会
の
一

員
と
し

て
そ
の

役
割
を

果
た
し

て
い
き

ま
す
。

戦
争
の
教
訓
を

　

正
し
く
後
世
に

〜
市
戦
没
者
追
悼
式
〜
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　高齢の女性が転倒や尻もちのあとに強い腰痛を
発症する、今回はそういうケースについて説明しま
す。　
　閉経後の女性の多くは、骨粗しょう症やその一歩
手前の状態にあるといえます。年齢とともに骨の形
はあまり変化しない（たとえば身長が3分の2になる
ということはないですよね）のに対し、その骨量は大
きく減少します。つまり、もとの形のままで骨が軽く
薄くなり、その結果折れやすい状態になります。
　強い腰痛を訴える高齢女性の中に少なからず「背
骨の骨折」がみられます。胸椎と腰椎の境目、つまり
背中の真ん中より少し下あたりが折れていることが
多いです。患者さんは寝返りもできないと言い、腰の
あたりを示します。ときに下腹部まで回り込む痛み
を訴える方もいます。
　診断にはレントゲン撮影が欠かせません。起こり
やすい場所をねらって撮らないと見落とすことがあ
ります。その骨折が新しいものか過去に起こったも
のかを鑑別するにはMRI検査が有効です。
　この骨折が原因で下半身麻痺になることはまれ
で、通常は安静とコルセット装着を一定期間続ける
ことで自然治癒します。これを怠り安静にしないと
大きく変形した状態で骨が固まり、すっきりと症状
がとれません。骨は4週間程度でひっつき、痛みも軽
くなりますが、そのあと4週間は再骨折の危険もあ
るので合計8週間程度はコルセットを併用したほう
が良いと考えます。
　いずれにせよ早期にレントゲンで診断をつけるこ
とが肝心ですので、おかしいと思われたら早めに受
診をお願いします。また、当院では骨粗しょう症の検
査を行っていますので、心配な方は診察や検査を受
けていただくのが良いと思います。

水口医療センター整形外科　浅
あ さ じ ま

嶌　周
しゅうぞう

造

　　　　　　 水口医療センター
☎ 62-3346　  63-1728
問い合わせ

高
齢
女
性
に
多
い

背
骨
の
骨
折

Community
Health 地域医療だより

が
自
然
と
わ
き
上
が
っ
て
く
る
は
ず
で

す
。戦
争
は
大
き
な
過
ち
で
、二
度
と
同

じ
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。

　

原
爆
と
い
う
恐
ろ
し
い
体
験
を
し
、

大
切
な
家
族
や
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
失

っ
た
の
に
、被
爆
者
の
方
は
差
別
さ
れ

た
り
自
殺
を
考
え
た
り
さ
れ
る
方
が
た

く
さ
ん
・・・

　
「
戦
争
」と
い
う
も
の
が
、こ
こ
ま
で

悲
し
い
も
の
で
残
酷
な
も
の
だ
っ
た
と

は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。戦
争
は

人
間
が
人
間
と
し
て
い
ら
れ
な
く
し
て

し
ま
う
本
当
に
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
強

く
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
目
を
閉
じ
な
が
ら
64
年
前
の
こ

の
瞬
間
、原
爆
が
落
と
さ
れ
、前
日
に
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
ん
だ
と
頭
の
中
で
考
え
て
い
ま

し
た
。

　
「
こ
の
世
の
中
か
ら
核
が
な
く
な
り

ま
す
よ
う
に
。」と
、お
祈
り
を
し
ま
し

た
。一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い
け
れ

ど
、み
ん
な
の
力
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
と
な
り
、核
の
な
い
世
の
中
が
つ
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
自
分
の
中
で
考
え
て
い
る
だ

け
で
な
く
、広
島
で
学
ん
だ
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の
大
切
さ
を
み
ん
な
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

二
度
と
あ
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た

め
に
、核
兵
器
廃
絶
の
署
名
を
し
た
り

何
事
も
話
し
合
い
で
解
決
し
た
り
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
、私
は
自
分
が
こ
こ
に
生
き
て
い

る
と
い
う
幸
せ
と
平
和
を
十
分
に
か

み
し
め
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
戦
争

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
勉
強

し
、も
う
二
度
と
こ
の
よ
う
な
お
そ
ろ

し
い
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、自
分
の

こ
と
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
み
ん
な

と
力
を
合
わ
せ
、世
界
中
の
人
が
安
心

し
て
平
和
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
祈
り
、

世
界
の
将
来
に
も
目
を
向
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
Y
E
S 

W
E 

C
A
N
」

語
り
部
の
方
の
お
話
を

聞
い
て

核
の
な
い
世
の
中
へ

み
ん
な
に
伝
え
た
い

力
を
合
わ
せ
て
世
界
を
平
和
に

　

現
在
私
た
ち
が
受
け
て
い
る
平
和
と
繁

栄
が
、祖
国
の
た
め
に
命
を
落
と
さ
れ
た
戦

没
者
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、毎
年
、各
地
域
で
戦
没
者
追
悼

式
を
開
催
し
、お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。8
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
の
各
追
悼
式

で
は
、広
島
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
た
児

童
の
作
文
朗
読
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
64
年
が
経
過
し
、国
民
の
4
分
の
3

が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
を
謙
虚
に
振
り
返
り
、悲
惨
な
戦
争
を

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、後
世
に
正
し

く
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で

す
。甲
賀
市
は
、8
月
3
日
、平
和
市
長
会
議

に
加
盟
し
ま
し
た
。核
廃
絶
に
向
け
た
国
レ

ベ
ル
の

会
の
一

員
と
し

て
そ
の

役
割
を

果
た
し

て
い
き

ま
す
。

▲慰霊の言葉を述べる中嶋市長
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「
お
い
し
く　

楽
し
く
」を
合
い
言
葉

に
、口
腔
機
能
＝
食
べ
る
こ
と
、話
す
こ

と
、呼
吸
を
す
る
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の

か
を
わ
か
り
や
す
く
、そ
し
て
楽
し
く
、

お
話
や
ゲ
ー
ム
で
伝
え
て
い
ま
す
。子
育

て
グ
ル
ー
プ
や
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
へ
出

向
い
た
り
市
民
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
。「
歯
っ

ぴ
ぃ
健
口
教
室
」は
ど
の
世
代
に
も
通
じ

る
お
話
で
す
。ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先奥

野　

☎
／

 
8
6
-0
5
4
1

　市民憲章の前文には「みんながつくる住みよさと活気あふれる甲賀市」と織り込
まれています。このフレーズにある「みんながつくる」は“協働”を、また「住みよさ
と活気あふれる甲賀市」は、“まちづくりの希望”を表現しています。
　最近、市内各地域では、市民による自主的な取り組みが積極的に行われるように
なり、市でも自主性のある公益的な活動を支援、協働によるまちづくりを推進して
います。
　その支援のひとつが市民活動支援補助金です。5月には、同補助金事業への申請
をされた各団体の取り組みについて審査、今年度の対象事業が決まりました。今月
号では、事業採択された団体を紹介します。

まちづくり活動を支援

皆
さ
ん
の

健
康
づ
く
り
を
お
手
伝
い

歯
っ
ぴ
ぃ
す
ま
い
る
の
会

▲お口の健康を伝える劇を披露

　　

盲
ろ
う
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ど
で
は

「
盲
・
ろ
う
」と
い
う
目
と
耳
の
重
複
障
が

い
を
持
つ
方
の
暮
ら
し
を
少
し
で
も
豊

か
に
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。昨

年
度
は
合
同
研
修
事
業
を
通
じ
て
平
和

堂
さ
ん
に
手
話
サ
ー
ク
ル
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。

　

盲
ろ
う
者
に
対
す
る
社
会
へ
の
理
解

を
深
め
、支
援
者
が
一
人
で
も
増
え
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。協
力
く
だ
さ
る
店
舗
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先上

西　

☎
／
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6▲障がい者支援を学ぶための量販店での研修

　　

私
た
ち「
大
水
口
宿
禰
ッ
ト
」は
、水

口
曳
山
祭
を
核
に
若
い
世
代
が
中
心
と

な
っ
て
ま
ち
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は『
若
い
力
で
歴
史
文
化
に
誇

り
を
持
て
る
ま
ち
を
創
ろ
う
』を
テ
ー
マ

と
し
、水
口
曳
山
祭
に
関
連
し
た
勉
強
会

を
開
催
し
ま
す
。少
し
で
も
興
味
の
あ
る

方
、ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先吉

村　

☎
／
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7▲イベント会場で水口ばやしを披露

若
い
力
で  

ま
ち
が
誇
る

歴
史
・
文
化
を
伝
承

大
水
口
宿す

く

ね禰
ッ
ト

障
が
い
者
の
豊
か
な

暮
ら
し
の
た
め
に

盲
ろ
う
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん
ど

市民活動
支援補助金
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信
楽
焼
は「
日
本
六
古
窯
」の
ひ
と
つ

に
数
え
ら
れ
る
伝
統
あ
る
焼
き
物
で
す
。

時
代
と
と
も
に
生
活
様
式
が
変
化
し
て

い
ま
す
が
、信
楽
焼
が
実
用
的
・
日
用
的

な
陶
器
で
あ
る
こ
と
を
見
つ
め
直
し
、多

く
の
方
へ
信
楽
焼
の
よ
さ
、陶
器
の
す
ば

ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工

房
や
窯
場
な
ど
を
見
学
し
ま
す
。

　

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ

ん
と
協
力
し
、信
楽
の
歴
史
に
も
ふ
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
連
絡
先小

谷　

☎
／

 

8
3
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4
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伝
統
あ
る
焼
き
物
や

信
楽
の
歴
史
に
ふ
れ
る

信
楽
焼
を
見
直
す
会

▲しがらきの郷・歴史ボランティアガイドの案内で
　信楽焼陶房の見学に訪れた皆さん(陶芸の森）

　

信
楽
G
I
P（
G
o
o
d　

I
d
e
a	

P
r
o
d
u
c
e
）は「
信
楽
」の
知
名
度

と
観
光
資
源
を
活
か
し
て
甲
賀
市
観
光

の
活
性
化
を
目
的
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
、げ
な
げ
な
市
を
毎
月
第
1
日

曜
日
に
開
催
す
る
こ
と
で
、団
体
や
職
業

の
枠
を
超
え
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
ひ
と
昔
前
の
銭
湯
や
商
店
街
に

変
わ
る
市
民
の
社
交
場
の
役
割
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先

今
井　

☎ 

8
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4

観
光
資
源
を
活
か
し
、

ま
ち
の
社
交
場
づ
く
り

信
楽
G
I
P

▲新宮神社で毎月開催中のげなげな市

　

N
P
O
法
人「
鹿
深
の
杜
」で
は
、昨
年

度
か
ら
市
内
の
飲
食
店
か
ら
使
用
済
み

の
割
り
ば
し
を
回
収
、炭
焼
き
用
の
釜

で
炭
に
し
、オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
、新
名
神

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
売
店
や
道
の
駅
あ

い
の
土
山
等
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

器
は
信
楽
焼
で
、地
元
の
知
的
障
が
い

者
訓
練
施
設
が
制
作
、ま
た
知
的
障
が
い

者
通
所
授
産
施
設
が
商
品
と
し
て
完
成

ま
で
を
担
当
し
、環
境
と
福
祉
の
協
調
を

め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
連
絡
先

墨
田　

☎ 
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割
り
ば
し
炭
オ
ブ
ジ
ェ
で

環
境
と
福
祉
の
協
調
を

N
P
O
法
人「
鹿
深
の
杜
」

▲割りばし炭のオブジェを製作する福祉施設の皆さん

キーワードは協働

▲�現役のママたちが運営する「育児ひろばアプリコット」（平成17〜20年度市民活動支援補助金対象団体）
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ち
も
気
分
を
新
た
に
２
学
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

の
心
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
が
伝

わ
り
、
来
場
者
は
じ
っ
く
り
と
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

子どもたちに
気持ちのよい新学期を

～教育施設修繕奉仕活動～

休
み
を
利
用
し
て
市
内
の
小
中

学
校
、
保
育
園
、
幼
稚
園
の
施

設
修
繕
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

新
学
期
か
ら
気
持
ち
よ
く
勉
学
に
励
ん

で
も
ら
お
う
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、
水
口
町
商
工
会
建
設
業

部
会
・
県
建
築
組
合
水
口
支
部
、
甲
南

町
電
気
組
合
、
信
楽
建
築
同
業
組
合
か

ら
76
名
が
参
加
。
熟
練
の
技
で
、
電
気

や
水
道
、
左
官
、
大
工
工
事
が
手
際
よ

く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

美
し
く
な
っ
た
施
設
で
、
子
ど
も
た

～
市
民
球
技
大
会
～

11
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
で

市
内
の
選
手
が
交
流

5
回
市
民
球
技
大
会
が
８
月
22
日
、
23
日
、
30

日
の
３
日
間
、
市
内
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

５
つ
の
支
部
対
抗
を
基
本
に
、サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
11
種
目
の
球
技

で
選
手
た
ち
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
広
く
参
加
し
、
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
今
年
か
ら
オ
ー
プ
ン
参
加
枠
を
設
け

た
種
目
も
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男

子
で
は
、
市
内
企
業
や
地
域
か
ら
多
数
の
チ
ー
ム
が
出

場
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
参
加
し
、
市
内
の
選

手
が
交
流
を
深
め
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

夏

第

▲�施設の修繕作業を行う皆さん（信楽中学校）  

いのち輝く未来のために

～人権教育研究大会～

べ
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を

願
い
、
陶
芸
の
森
・
信
楽
産
業
展
示
館

ホ
ー
ル
で
８
月
23
日
、
甲
賀
市
人
権
教

育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
践
発
表
と
し
て
、
人
権
教
育
推
進

協
議
会
信
楽
支
部
男
女
共
同
参
画
部
会

に
よ
る
朗
読
劇
と
、
信
楽
中
学
校
の
沖

縄
へ
の
修
学
旅
行
を
通
し
た
平
和
学
習

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
や
さ
し
く

な
ろ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
島し

ま
む
ら村

一か
ず
お夫

さ

ん
が
、
歌
と
お
話
で
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
歌
は
も
ち
ろ
ん
、

曲
間
の
楽
し
く
優
し
い
語
り
か
ら
も
人

▲�優しい歌と語りが観客を魅了した人権コンサート

す

▲�真剣に競技する選手たち（バドミントン） 
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～
子
ど
も
科
学
教
室
～

不
思
議
な
実
験
に

驚
き
と
歓
声

水
化
学
工
業
滋
賀
水
口
工
場
で
8
月
19
日
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
子
ど
も
科
学
教
室
が
開
催
さ

れ
、
近
隣
の
小
学
生
21
名
が
科
学
実
験
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

こ
の
教
室
は
、
同
工
場
が
子
ど
も
た
ち
に
科
学
の
お

も
し
ろ
さ
を
実
感
し
て
も
ら
お
う
と
開
催
し
て
お
り
、

昨
年
に
続
い
て
2
回
目
。
新
入
社
員
が
中
心
と
な
り
、

ク
イ
ズ
形
式
で
2
つ
の
実
験
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

液
体
か
ら
ウ
レ
タ
ン
が
で
き
る
実
験
で
は
、
2
種
類

の
液
体
が
混
ざ
り
合
っ
て
、
む
く
む
く
と
膨
ら
ん
で
い

く
様
子
に
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
実
験
は
、
夏
休
み
の
思
い
出
の
一
つ
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

積

▲�旧東海道の街並みを楽しみながら
車イスで散策

▲�市役所水口庁舎に立ち寄る上村さん

▲�科学実験を楽しむ小学生たち

も
あ
り
、
参
加
者
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
合
い
ま
し
た
。

人と人とのつながり
車イスが橋渡し

～鹿深車イスDEウォーキング～

ー
ム
で
車
イ
ス
を
操
作
し
、
介

助
し
合
い
な
が
ら
ま
ち
を
歩

く
、
鹿
深
車
イ
ス
D
E
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

2
0
0
9
が
8
月
29
日
、
土
山
地
域
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

車
イ
ス
で
生
活
し
て
い
る
人
を
中
心
と

し
た
実
行
委
員
会
が
企
画
し
、
今
年
で

10
回
目
。
土
山
の
ま
ち
の
魅
力
に
ふ
れ
る

5
つ
の
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は

車
イ
ス
の
目
線
で
旧
東
海
道
を
散
策
し
た

り
、
車
イ
ス
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
ダ

ン
ス
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

災
害
と
防
災
を
視
点
と
し
た
今
回
は
、

地
元
の
自
主
防
災
会
に
よ
る
煙
体
験
な
ど

チ
～心のそうじ隊・上村さん～

か
い
。
車
を
後
ろ
か
ら
押
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
9
月
3
日
に
は
道
の
駅
あ

い
の
土
山
か
ら
鈴
鹿
峠
に
向
け
て
出
発
、

東
京
で
の
ゴ
ー
ル
は
10
月
の
予
定
で
す
。

熊本―東京間
リヤカーでごみ拾いの旅

み
拾
い
を
し
な
が
ら
、
熊
本
か

ら
東
京
を
め
ざ
し
て
リ
ヤ
カ
ー

で
歩
い
て
い
る
上う

え
む
ら村
剛つ

よ
し
さ
ん
が
8
月
31

日
、
甲
賀
市
入
り
し
ま
し
た
。

　

上
村
さ
ん
は
、
熊
本
県
宇
土
市
で
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
N
P
O
法

人
青
年
協
議
会
の
代
表
理
事
。
ご

み
拾
い
を
通
し
て
自
分
た
ち
の
心

を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
「
心
の
そ

う
じ
隊
」
と
書
か
れ
た
の
ぼ
り
を

リ
ヤ
カ
ー
に
掲
げ
、
車
道
の
ご
み

を
拾
い
な
が
ら
、
1
日
平
均
15
キ

ロ
を
歩
い
て
い
ま
す
。

　

上
村
さ
ん
は
、「
滋
賀
の
人
は
温

ご

GENKI na MACHIKADO

2009.9.1511



～教育の出発点は家庭から～

　家庭教育とは、保護者が子どもに対して行う教育の
ことです。教育という言葉から家庭学習や早期教育な
ど家庭での勉学をイメージされる方もいらっしゃるよ
うですが、ここでの「教育」とは、生活のために必要
な習慣を身に付ける、自立心を育てる、心身の調和の
とれた発達を図るなど、人として生きていくために必
要で基本的なことがあげられています。
　そんな当たり前なこと、と思われるかもしれません
が、家庭や子どもを取り巻く環境は著しく変化し、子
育ての悩みや不安をもつ保護者が増えています。
　平成20年度に行った「家庭教育に関するアンケー
ト」でも、子育てに関してむずかしいと感じることが
あるかとの質問に「特にない」が3割弱の反面、「子
どもと関わる時間が少ない」「自分の子育てに自信が
ない」という回答が、ほぼ同じ割合で上位を占めます。

また、子育てに悩んだ時には「家族、友人、園等に相
談する」という回答が多数を占める一方、「誰にも相
談しない」「育児書やインターネットを見る」という
回答も少数あります。少子化・核家族化が進んだ家庭
で育ち、兄弟姉妹で遊んだり、弟や妹の世話をした経
験が少なく子育てに自信が持てない人の増加や保護者
の孤独化・孤立化がうかがえます。
　家庭教育は、子どもが誕生した時からずっと続いて
いく教育だといえます。市では、“家庭だからできる
こと”を「元気なこども虎の巻」に掲げる6つの基本
的な生活習慣を柱に家庭教育事業を通じて支援してい
ます。

こども未来課　家庭教育振興係
☎ 86-8171　  86-8380

問い合わせ

第6回家庭教育
子育て・親育ち講座

健康推進連絡協議会事務局（保健介護課）　☎ 65-0703　  63-4085問い合わせ

簡単に楽しく　運動不足を解消
〜各地域で体操教室を開催〜

運動をしないと筋力が落ちて、姿勢が悪くなり、転びやすくなります。
また、血流が悪くなって疲れやすくなります。
　そこで、健康推進員は誰にでも簡単にできる運動を各地域に広める活
動をしています。甲南町希望ケ丘コミュニティセンターで開催した健康
体操教室には、40〜80歳代の男女約30名が参加されました。健康推進
員によるチェアーエクササイズ（「明日があるさ」の曲に合わせて）に
引き続き、甲南B&G海洋センター健康運動指導士の指導を受けました。
「無理をせず自分のペースで」との指導者の声かけのもと、いすとボー
ルを使った運動を教えていただきました。

参加者の声

●楽しかった
●これから運動していくのにとても役に立った
●日ごろ運動不足なので気持ちがよかった
●肩のこりがすっかりほぐれた
●また、こんな機会があれば声をかけてほしい
●近くで開いてもらって気軽に参加できた

家庭教育ってなんだ
ろう… 家庭だから
できること

和やかな雰囲気の
健康体操教室
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入園案内および申込書は各幼稚園、各支所・市民窓口センター、各子育て支援センターに備え付けています。

保育園名 年　齢 定員（名）
水口東保育園 1歳〜5歳 120
水口西保育園 6か月〜5歳 180
貴生川保育園 6か月〜5歳 190
柏木保育園 6か月〜5歳 140
伴谷保育園 6か月〜5歳 220
水口北保育園 6か月〜5歳 180
岩上保育園 2歳〜5歳 90
鮎河保育園 2歳〜5歳 30
山内保育園 2歳〜5歳 30
土山保育園
(土山にこにこ園) 6か月〜5歳 ◎

大野保育園 2歳〜5歳 110
甲賀西保育園 6か月〜5歳 110
甲賀北保育園 2歳〜5歳 60
甲賀東保育園
(大原にこにこ園) 2歳〜5歳 ◎

甲賀西保育園南分園
(油日にこにこ園) 2歳〜5歳 ◎

甲南東保育園 2歳〜5歳 70
甲南北保育園 3歳〜5歳 60
甲南西保育園 3歳〜5歳 70
甲南南保育園 3歳〜5歳 60
甲南希望ヶ丘保育園 6か月〜5歳 120
甲南のぞみ保育園 6か月〜5歳 160
こうなん保育園 6か月〜2歳 60
信楽保育園
(信楽にこにこ園) 1歳〜5歳 ◎

雲井保育園 6か月〜5歳 100
朝宮保育園 3歳〜5歳 60
多羅尾保育園 3歳〜5歳 30
明照保育園 10か月〜5歳 80

10月1日（木）～15日（木） (土・日・祝日除く）	    
※�ただし、混雑が予想される園については受付日を設定する
場合があります。詳しいことは入園案内をご覧ください。

第1希望の保育園又は各支所・市民窓口センター	   
※�広域入所（市外の保育所への入所）を希望される場合は、こ
ども未来課までご相談ください。　

8：30〜17：15
※�10月8日(木)と9日(金)の17：15から20：00までは、甲南庁
舎第一会議室で受付を行います。
保護者及び同居の家族が、家庭内外での仕事について
いる、あるいは、病気などの理由で児童を家庭で保育す
ることができないなど（甲賀市に住民登録があること）
入園申込書および昼間保育ができない証明書など
（必要書類は各保育園、各支所・市民窓口センター、各子
育て支援センターに入園案内とともに備え付けていま
す。）

※平成21年度在園児も申し込みが必要です。
※�平成21年度に申し込みをされており待機いただいている
児童も、平成22年度については再度申し込みが必要です。
※�育児休業明けなどで年度途中の入所を希望される場合もこ
の期間内に申し込みをしてください。
※�入園については、入園基準に該当し保育の必要性の高い方
から決定します。なお、定員を超える場合は抽選となること
がありますので、ご了承ください。

※甲賀市に住民登録があることが必要です。
※�都合により受付日に申し込みができない場合は、こども未
来課へ申込書をご持参ください。
　�10月5日（月）から7日（水）の受付:こども未来課（甲南庁
舎）8:30〜17:15
※�平成21年度在園児については、別様式を各幼稚園を通じ
て配布します。

※�平成21年度に申し込みをされており待機いただいている
児童も平成22年度については、再度申し込みが必要です。
※�募集定員を超えた場合、抽選を行うことがありますのでご
了承ください。（抽選のある場合、抽選日は10月21日（水）
午前の予定です。19日（月）を過ぎても抽選のお知らせが
ない場合は、抽選は行いません。）
※�水口幼稚園、甲南幼稚園については、直接園にお問い合わ
せください。

幼稚園名 年　齢 定員（名） 受付場所 受付日 受付時間

伴谷幼稚園 3～5歳児 210 伴谷幼稚園	 （水口町伴中山3743）
TEL63-3170　FAX63-3260

9月29日（火）
〜10月1日（木）

8:30〜17:15

貴生川幼稚園 3～5歳児 190 貴生川幼稚園	（水口町三大寺437）
TEL62-8991  FAX62-9006

土山幼稚園
(土山にこにこ園) 4～5歳児 ◎ 土山幼稚園	 （土山町南土山甲417）

TEL・FAX66-0165
大原幼稚園

(大原にこにこ園) 3～5歳児 ◎ 大原幼稚園	 （甲賀町大久保952）
TEL・FAX88-3268

油日幼稚園
(油日にこにこ園) 4～5歳児 ◎ 油日幼稚園	 （甲賀町上野1320）

TEL・FAX88-2369
信楽幼稚園

(信楽にこにこ園) 4～5歳児 ◎ 信楽幼稚園	 （信楽町江田969）
TEL・FAX82-0427

平成22年度　保育園入園申込受付

平成22年度　幼稚園入園申込受付
※年齢は平成22年4月1日現在です。

　土山にこにこ園　130名　　大原にこにこ園　90名　　油日にこにこ園69名　　信楽にこにこ園　140名
●定員が◎印の園は、幼保一元化園となり、通称は「○○にこにこ園」です。

受付期間

受付場所

受付時間

入園基準

必要書類

●保育園と幼稚園の両方の申し込みは、できませんのでご注意ください。

こども未来課　☎ 86-8179　  86-8380問い合わせ

幼保一元化園 ： �保育園と幼稚園を同じ施設で一体的に運営します。保育園児と幼稚園児が同じ環境の中で園生活を送りますが、
入園の際には、それぞれの保育園・幼稚園の入園申込が必要です。
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お　

知　

ら　

せ

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料

登
記（
表
示
・
境
界
問
題
）相
談

日
時　
10
月
４
日（
日
）10
時
〜
16
時

場
所　
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル

対
象　
土
地
・
建
物
の
登
記
や
土
地
境
界

問
題
で
お
悩
み
の
方

※
申
込
不
要
、
相
談
時
間
の
予
約
可

 

滋
賀
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
0
7
7
ー
5
2
5
ー
0
8
8
1

０
７
７
ー
5
2
2
ー
8
4
4
3

戦
没
者
追
悼
式

●
信
楽
会
場

日
時　
10
月
６
日（
火
）14
時
〜

（
受
付
13
時
30
分
〜
）

場
所　
信
楽
ホ
ー
ル
（
陶
芸
の
森
）

内
容　
黙
祷
、
献
花
等

※
ご
遺
族
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

 

社
会
福
祉
課

☎
６
5
ー
0
7
0
0　

 

６
３
ー
4
0
8
5

法
律
相
談

日
時　
10
月
７
日（
水
）13
時
〜
16
時

場
所　
土
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
６
名
（
１
人
30
分
）

申
込
方
法　
相
談
は
予
約
制
で
９
月
24

日（
木
）８
時
30
分
か
ら
電
話
・
来
所
に

よ
り
先
着
順
で
受
付

予
約
先　
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
６
２
ー
8
0
8
5

相
談
員　
滋
賀
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁

護
士

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
。

 

甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
２
ー
8
0
8
5　

６
３
ー
2
0
2
1

社
会
福
祉
課

☎
６
5
ー
0
7
0
0　

６
３
ー
4
0
8
5

2
0
0
9

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

■
第
９
回

日
時　
10
月
６
日（
火
）19
時
30
分
〜
21
時

場
所　
碧
水
ホ
ー
ル

内
容　
『
発
達
障
が
い
な
ど
あ
る
人
の
理

解
と
支
援
』

講
師　

大
阪
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ぽ
ぽ

ろ
青あ
お
き木
道み
ち
忠た
だ
さ
ん

※
参
加
無
料
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
。

 

人
権
推
進
課

☎
６
5
ー
0
6
9
3　

６
３
ー
4
5
8
2

要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定

更
新
手
続
き
の
ご
案
内

　

現
在
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受

け
て
お
ら
れ
る
方
で
介
護
保
険
被
保
険

者
証
に
書
か
れ
て
い
る
有
効
期
間
が
平

成
21
年
９
月
30
日
ま
で
の
方
に
は
、
更

新
申
請
書
を
８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
更

新
申
請
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

９
月
30
日（
水
）ま
で
の
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
最
寄
り
の
支
所
又
は
市
民
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
保
健
介
護
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

 

保
健
介
護
課　

介
護
保
険
担
当

☎
６
5
ー
0
6
9
9・0
6
9
7

　

６
３
ー
4
0
8
5

子
ど
も
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
10
月
22
日（
木
）14
時
〜
16
時

（
受
付
13
時
30
分
〜
）

場
所　
県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

内
容　
講
演
「
子
ど
も
の
目
の
健
康
を

育
む
た
め
に
覚
え
て
ほ
し
い
こ
と
」

講
師　
佐
藤
眼
科
院
長　
佐さ
と
う藤
友と
も
哉や

氏

定
員　
先
着
１
０
０
名

申
込
締
切　
10
月
14
日（
水
）

 
 

県
立
小
児
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
保

健
指
導
部

☎
０
７
７
ー
５
８
２
ー
６
２
０
０

０
７
７
ー
５
８
２
ー
６
３
０
４

募　
　
　
　

集

中
国
語
講
座
（
入
門
編
）
受
講

生
募
集

日
時　

10
月
７
、
14
、
21
、
28
日
、
11

月
４
日　

毎
週
水
曜
日　

全
５
回　

13

時
30
分
〜
15
時

場
所　
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な　

２
階　
会
議
室

内
容　
発
音
〜
簡
単
な
会
話

受
講
料　
会
員
３
、０
０
０
円　
非
会
員

５
、０
０
０
円　
資
料
代
含
む

定
員　
15
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／

 

６
３
ー
8
7
2
8

平
成
22
年
度
使
用

滋
賀
県
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

募
集

募
集
期
間　
９
月
21
日（
月・祝
）〜
10
月

31
日（
土
）

募
集
テ
ー
マ　
県
民
み
ん
な
で
交
通
安
全

を
す
す
め
る
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
、
滋
賀

県
ら
し
い
特
徴
の
あ
る
も
の
。

応
募
資
格　
県
内
在
住
・
在
勤
・
通
学
し

て
い
る
方
（
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も

の
に
限
る
）

応
募
方
法　
作
品
１
点
に
つ
き
、
は
が
き

１
枚
を
使
用
し
、
左
記
ま
で
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。（
作
品
多
数
の
場
合
、
は
が
き

大
の
紙
１
枚
に
つ
き
１
点
の
作
品
を
記
入

し
、
ま
と
め
て
封
書
で
送
付
し
て
も
可
）

は
が
き
お
よ
び
封
書
に
は
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
（
学
生
の
場
合
は
学
校

名
、
学
年
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

 
  

県
庁
交
通
政
策
課
内　

滋
賀
県

交
通
対
策
協
議
会
事
務
局

〒
5
2
0
ー
8
5
7
7　

大
津
市
京
町
四

丁
目
１
ー
１☎

0
7
7
ー
5
2
8
ー
3
6
8
2

0
7
7
ー
5
2
8
ー
4
8
3
7



2009.9.1515

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
教
室

（
運
動
編
）
参
加
者
募
集

内
容　
室
内
で
で
き
る
座
布
団
や
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
簡
単
な
運
動

日
時　

10
月
７
日（
水
）、
11
月
５
日

（
木
）、12
月
３
日（
木
）、1
月
７
日（
木
）、

２
月
４
日（
木
）、
３
月
４
日（
木
）の
全

６
回　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ　
会
議
室　

持
ち
物　
室
内
で
運
動
の
で
き
る
服
装
、

お
茶
な
ど
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
、
バ
ス

タ
オ
ル

対
象　
64
歳
以
下
の
方

申
込
締
切　
９
月
25
日（
金
）

 
  

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
担
当

☎
６
５
ー
0
7
0
3　

６
3
ー
4
0
8
5

ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー

催　
　
　

し

に
ん
く
る
土
曜
塾

リ
サ
イ
ク
ル
工
作『
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
』

日
時　
10
月
10
日（
土
）10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
に
ん
く
る
児
童
館
（
相
模
教
育

集
会
所
）

内
容　
ペ
ー
パ
ー
芯
で
、
お
も
ち
ゃ
を

作
っ
て
遊
び
ま
す
。

持
ち
物　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯

２
、３
本

 

に
ん
く
る
児
童
館（
相
模
教
育
集
会
所
）

☎
8
8
ー
5
6
9
2　

8
8
ー
5
6
9
6

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

秋
の
夜
空
に
描
か
れ
た
星
座
た
ち

～
古
代
エ
チ
オ
ピ
ア
王
家
の
物
語
～

日
時　
９
月
26
日（
土
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

申
込　
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
25
名
）

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
8
8
ー
4
1
0
0　

8
8
ー
5
0
5
5

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

な
つ
か
し
の
体
験
教
室

「
草
履
作
り
教
室
」

日
時　
10
月
４
日（
日
）13
時
〜
16
時

内
容　
布
ぞ
う
り
の
制
作

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
２
０
０
円

持
ち
物　
巾
５
㎝
の
布
約
20
メ
ー
ト
ル

申
込
方
法　
電
話
・
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

（
月
火
休
館
・
10
時
～
17
時
）

☎
／

 

８
6
ー
7
5
5
1

J
R
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

～�

山
岳
信
仰
の
拠
点
飯
道
山
と
真
鍮
の

元
祖
庚
申
山
を
巡
る
～

日
時　
10
月
11
日（
日
）〔
小
雨
決
行
〕

集
合
場
所　
J
R
貴
生
川
駅
南
口

集
合
時
刻　
９
時
10
分

行
程　
J
R
貴
生
川
駅
南
口
↓
飯
道
寺

↓
飯
道
山
山
頂
↓
飯
道
神
社
（
昼
食
）
↓

庚
申
山
広
徳
寺
↓
J
R
貴
生
川
駅
南
口

参
加
費　
1
0
0
円
（
保
険
代
等
）

持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
等

※
健
脚
向
き
。
事
前
申
込
不
要
。

主
催　
飯
道
山
観
光
協
会
（
協
力
：
江
州

飯
道
山
行
者
講
）

 

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
担
当

☎
６
5
ー
0
7
0
8　

６
３
ー
4
0
8
7

草
津
線
全
線
開
通
１
２
０
周
年
・

全
線
電
化
30
周
年
記
念

●
J
R
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ�

「
紫
香
楽
宮
跡
と
水
口
城
跡
を
訪
ね
る

道
」
つ
ま
み
ぐ
い
ウ
ォ
ー
ク

日
時　
10
月
25
日（
日
）

10
時
集
合
〔
雨
天
決
行
〕

集
合
場
所　
信
楽
高
原
鐵
道
雲
井
駅

行
程
（
12
キ
ロ
）
信
楽
高
原
鐵
道
雲
井

駅
↓
紫
香
楽
宮
跡
↓
信
楽
高
原
鐵
道
紫

香
楽
宮
跡
駅
↓
（
信
楽
高
原
鐵
道
）
↓

貴
生
川
駅
↓
（
近
江
鉄
道
）
↓
近
江
鉄

道�

水
口
城
南
駅
↓
水
口
城
跡
↓
旧
東
海

道
↓
J
R
三
雲
駅
〔
解
散
／
15
時
30
分

頃
〕
※
初
心
者
向
け
の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー

ス
（
約
７
キ
ロ
）
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
料
、
コ
ー

ス
地
図
代
）
※
行
程
内
の
鉄
道
運
賃
は

自
己
負
担

定
員　
１
５
０
名

申
込
方
法　
10
月
９
日（
金
）ま
で
に
電

話
か
F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
催　
滋
賀
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

一人ひとりが交通ルールを守り、正しい交通マナーの実
践を習慣づけ、交通事故を防止しましょう。

秋の全国交通安全運動

　　　　　　 
県土木交通部　交通政策課　☎ 077-528-3682
生活環境課　生活交通担当　☎ 65-0686　  63-4582

問い合わせ

運動の重点
⃝高齢者の交通事故防止
⃝�後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
⃝�夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止
⃝飲酒運転の根絶

【実施期間】９月21日（月・祝）〜30日（水）

●�

地
元
駅
定
期
券
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
草
津
線
地
元
駅
で
定
期
券
を
購
入
の
際

に
、
ポ
イ
ン
ト
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
２
個

に
な
っ
た
ら
P
R
広
告
チ
ラ
シ
の
応
募
ハ

ガ
キ
部
分
を
切
り
取
っ
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
抽
選
で
I
C
O
C
A
ま
た
は
オ
レ

ン
ジ
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。

対
象　
定
期
券
購
入
（
２
ポ
イ
ン
ト
）、

回
数
券
・
往
復
乗
車
券
・
I
C
O
C
A
・

オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
（
各
1
ポ
イ
ン
ト
）

実
施
期
間　
平
成
22
年
３
月
20
日（
土
）ま
で

※
油
日
駅
で
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん

主
催　
滋
賀
県
草
津
線
複
線
化
促
進
期
成

同
盟
会

 
 

企
画
政
策
課

☎
６
5
ー
0
6
7
2　

６
３
ー
4
5
5
4



10月の行事予定
　乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を
深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、
市内の施設でいろいろな事業を行っています。

子育て・親育ち講座
▶親と子なかよしふれあい広場　10:00～11:30
　２歳児コース
　８日（木）・15日（木）・22日（木）全３回　水口体育館
　定員/先着25組（要申込）
　対象/�10月１日現在で２歳以上3歳2か月未満児とそ

の保護者のペア
　参加費/500円（３回分。初回に徴収）
　持ち物/体育館シューズ（親子とも）、タオル、お茶

…こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

ベビーマッサージ講座
▶ベビーマッサージ講座　10:30～12:00
　５日（月）かえで会館（甲南町）

定員/先着15組（要申込）
対象/７か月未満児とその保護者
持ち物/バスタオル１枚

乳幼児おはなし広場
▶乳幼児おはなし広場（同じ内容で２回開催）
　10:30～10:50、11:00～11:20
　27日（火）水口図書館

…こども未来課
☎ 86-8171　 86-8380

親子プレイステーション事業
▶スマイル　キッズ（信楽）　10:00～12:00
　９日（金）信楽中央公民館

『抹茶のお作法を学ぶ』
（有料、定員 先着15組、要申込）

　23日（金）信楽中央公民館
『親子ウォーキング』

・ …信楽中央公民館
☎ 82-8075　 82-2463
▶ホッとスペース（甲賀）　10:00～12:00
　１日（木）佐山荘

『手作りおもちゃ・ジャンプ　キャッチ』
持ち物/1.5L程度のペットボトル　２個

…かふか生涯学習館
☎ 88-4100　 88-5055

児童館での催し
▶にんくる子育て広場（甲賀）　9:30～12:00
　16日（金）にんくる児童館（相模教育集会所）

『今、子どもの姿勢が危ない！！』〜背骨のささやき〜
（定員 25名、申込締切10/13（火））

・ …にんくる児童館（相模教育集会所）
☎ 88-5692　 88-5696
▶かえで子育て広場（甲南）　10:30～11:30
　28日（水）かえで会館

『にんぎょう劇』　定員/先着30組（要申込）
・ …かえで会館

☎ 86-4363　 86-4958
※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地区の活動
にも参加していただけます。

※講座の詳しい内容については各担当に、お問い合わせください。

家庭教育のコーナー

信
楽
高
原
鐵
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ツ
ア
ー

●
信
楽
高
原
の
そ
ば
打
ち
体
験
＆
窯
元

散
策
ウ
ォ
ー
ク

期
日　
10
月
３
日（
土
）・
17
日（
土
）・

11
月
７
日（
土
）・
21
日（
土
）

信
楽
駅
10
時
集
合
（
信
楽
高
原
鐵
道
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

募
集
人
数　
各
日
40
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
／
人
（
別
途
そ
ば

打
ち
体
験
料
５
０
０
円
が
必
要
）

申
込
締
切　
各
開
催
日
の
１
週
間
前

申
込
方
法　
電
話
（
９
時
〜
17
時
）
ま
た

は
F
A
X
で
左
記
ま
で

 
 

信
楽
高
原
鐵
道（
株
）

☎ 

８
２
ー
４
３
６
６　

 

８
２
ー
３
３
２
３

「
み
な
く
ち
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

部
」
が
ご
案
内
す
る
宿
場
探
訪
ウ
ォ
ー
ク

「
水
口
宿
と
古
城
山
を
た
ず
ね
て
」

日
時　
10
月
25
日（
日
）９
時
45
分
（
集

合
）
〜
15
時
〔
小
雨
決
行
〕

集
合
場
所　
近
江
鉄
道
水
口
石
橋
駅

参
加
費　
３
０
０
円
（
保
険
代
等
）

行
程
（
約
５
キ
ロ
）　
近
江
鉄
道
水
口
石

橋
駅
↓
旧
水
口
図
書
館
↓
大
岡
寺
↓
古

城
山
↓
水
口
岡
山
城
跡
（
昼
食
）
↓
旧

東
海
道
水
口
宿
↓
水
口
神
社
↓
水
口
商

工
ま
つ
り
会
場
（
解
散
）〔
近
江
鉄
道
水

口
城
南
駅
横
〕

※
健
脚
向
き
。
事
前
申
込
必
要
。

申
込
締
切　
10
月
16
日（
金
）（
定
員
50
名
）

持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
等

 
 

水
口
町
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内
）

☎
６
５
ー
0
7
0
8　

６
３
ー
4
0
8
7

R
O
C
K　

I
N　

K
A
F
U
K
A

「
N
U
M
B
E
R
S
」

内
容　
音
楽
ラ
イ
ブ
と
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

９
月
27
日（
日
）13
時
〜
17
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館　

西
側
芝

生
広
場

※
入
場
無
料
。
雨
天
の
場
合
、
か
ふ
か

生
涯
学
習
館
内
で
開
催
。
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
お
一
人
で
の
参
加
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

主
催　
N
U
M
B
E
R
S
実
行
委
員
会

 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
ー
４
１
０
０　

８
８
ー
5
0
5
5

子どもの健やかな育ちと子育て家庭を応援

「つどいの広場」を開催
　「つどいの広場」はおおむね０〜３歳の子どもとその保
護者が、いつでも気軽に立ち寄れる場所です。
　話を聞いてくれたり、おしゃべりしたりできる仲間やス
タッフが広場にはいます。また、相談もできます。子育て
のイライラや不安が少しでも軽くなって、ホッとできて、
子育てが楽になるように、皆さんの子育てを応援します。
　開催日等は下記までお問い合わせください。
　　　　　　
社会福祉課　児童家庭支援担当　☎ 65‐0705　  63-4085
育児ひろばアプリコット　☎ 64-0416

問い合わせ
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各
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る
事
業
は
各
支
所
エ
リ
ア
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月

☎／  65-5511
水口子育て支援センター

つくしんぼひろば（ころころコース）
日時 ▼ �6、20日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �おおむね5、6か月～1歳半の

未就園児とその保護者
つくしんぼひろば（ぴょんぴょんコース）

「散歩に出かけよう」
日時 ▼7日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳半～2歳半の未就園児と

その保護者
その他 ▼ �動きやすい服装で
つくしんぼひろば（わくわくコース）

「運動会ごっこをしょう」
日時 ▼14日（水）10：00〜11：30
　　　（9：45受付）　要申込
対象 ▼ �2歳半以上の未就園児とその保護者
場所 ▼ �サントピア水口
持ち物� ▼上靴
つくしんぼひろば（ぴょんぴょんコース）
自由遊び（外遊び）　
日時 ▼21日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ ���1歳半～2歳半の未就園児と

その保護者
つくしんぼひろば（わくわくコース）
自由遊び（外遊び）
日時 ▼28日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳半以上の未就園児とその

保護者
わんぱくひろば「ボールで遊ぼう」
日時 ▼19、26日（月）10：30〜11：30
対象 ▼ �3歳以上の未就園児とその保護者
定員 ▼20組（要申込）
その他 ▼動きやすい服装で
オープンルーム
日時 ▼2日（金）13：00～15：00
　　　8日（木）  9：30～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
出前広場（つくしんぼひろばがやってきた）
日時 ▼ �9、23、30日（金）10：00～11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �９日　水口中央公民館
�　　　23日　柏木公民館
�　　　30日　岩上公民館
内容 ▼ �散歩（雨天時は室内遊び）

☎ 66-0375　      -   　　
土山子育て支援センター

ちびっ子ミニ運動会
日時 ▼ �7日（水）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳半からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �土山森林文化ホール
その他 ▼要申込　参加費50円
こっこ広場（赤ちゃんミニ運動会）
日時 ▼16日（金）10：30〜11：30
対象 ▼ �０～１歳の未就園児とその保護者
場所 ▼ �土山支所2Ｆ
おひさまポケット
日時 ▼ �21日（水）11：00〜11：30
対象 ▼ �0歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �フィランソ土山（老人福祉センター）

☎ 88-8115　  88-8145
甲賀子育て支援センター

リトルひろば いもほり
日時 ▼ �6日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保護者
おでかけリトルひろば
日時 ▼ �13日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �里山かむら交流館
リトルひろば 大原にこにこ園と交流
日時 ▼ �20日（火）9：50〜11：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �大原にこにこ園
持ち物� ▼上靴・スリッパなど
リトルひろば バス遠足（予定）
日時 ▼ �27日（火）9：50〜14：30
対象 ▼ �1歳からの未就園児とその保護者
場所 ▼ �三重方面
持ち物� ▼弁当・水筒・歩きやすい靴
その他 ▼要申込・参加費(入園料など）
ひよこサロン
日時 ▼ �9日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �0～１歳児とその保護者
場所 ▼ �甲賀創健館フィットネスルーム
ひよこサロン 食育実習
日時 ▼ �23日（金）10：00〜13：00
対象 ▼ �0～１歳児とその保護者
場所 ▼甲賀創健館薬膳調理室
持ち物� ▼エプロン、三角巾など
その他 ▼定員10名　材料費負担あり

☎／  86-0949
甲南子育て支援センター

赤ちゃんのおへや
日時 ▼5、19日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ �5日　6か月までの赤ちゃん

とその保護者
　　　�19日　7か月～1歳の赤ちゃ

んとその保護者
すくすく！BABY
日時 ▼ �26日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ �1歳の未就園児とその保護者
のびのび！KIDS
日時 ▼ �8、15日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �2歳以上の未就園児とその保護者
内容 ▼ �８日　おもちゃ作り
　　　�15日　運動あそび
その他 ▼詳細はお問い合わせください
オープンハウス
日時 ▼ �6、13、20、27日（火）
　　　10：00〜11：30、13：00〜15：00
対象 ▼未就園児とその保護者
ほっこりルーム
日時 ▼ �1、8、22、29日（木）、5、19、26日（月）
　　　13：00〜14：30、15：00〜16：30
　　　3、10、17、24、31（土）
　　　10：00〜11：30、13：00〜14：30
　　　15：00〜16：30
対象 ▼未就園児とその保護者
出前ひろば　ほっとタイム
日時 ▼30日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者

場所 ▼ �池田コミュニティセンター
リフレッシュタイム
フラダンスでハワイアン気分
日時 ▼ �1日（木）10：15〜11：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �甲南青少年研修センター
その他� ▼要申込　詳細はお問い合わ

せください
サークル交流運動会
日時 ▼23日（金）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �甲南B&G体育館

☎／  82-2799
信楽子育て支援センター

あかちゃんひろば
日時 ▼1、15日（木）10：00〜11：30
対象 ▼ �０～１歳の赤ちゃんとその保護

者、妊娠中のお母さんとお父さん
おたのしみ　おはなしかい
内容 ▼ �講師 宮腰悦子さんによる紙芝

居・指人形・パネルシアターなど
日時 ▼ �2日（金）10：30〜11：30
　　　（10：00より受付）
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �信楽開発センター大集会室
その他 ▼ �要申込　申込締切：9/29(火）
じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば

「かんたんビーズストラップ」
日時 ▼ �13日（火）10：00〜11：30
対象 ▼ �未就園児とその祖父母
ママ＆パパ・ヨガ
日時 ▼ �22日（木）①10：00〜11：00
　　　　　　　 ②11：00〜12：00
対象 ▼ �未就園児とその保護者
定員 ▼2組交代制、1組5名。
　　　託児をし合います。
その他 ▼ �要申込　申込締切：10/19(月）
子育てまつり
日時 ▼ �20日（火）10：00〜13：30
対象 ▼ �未就園児とその保護者
場所 ▼ �信楽開発センター
持ち物 ▼ �昼食
※�不要になったこども用品（ぬいぐる
み以外）がありましたら、事前に子
育て支援センターもしくは当日会
場まで持ち込んでください。
その他 ▼ �要申込　申込締切：10/16(金）
パパッとあつまれ「運動あそび」
日時 ▼24日（土）10：00〜11：30
対象 ▼未就園児とお父さん
場所 ▼ �信楽体育館
持ち物 ▼親子共体育館シューズなど
その他 ▼要申込　申込締切：10/21(水）
げんきっこ 「よって！おいで！ひろば」
日時 ▼5日（月）10：00〜11：30
対象 ▼ �H14.4.2～H17.4.1生まれの

未就園児とその保護者
子育て講座「陶芸教室」
日時 ▼26日（月）①10：00〜11：00
　　　　　　　 ②11：00〜12：00
対象 ▼ �未就園児の保護者
定員 ▼2組交代制、1組5名。
　　　託児をし合います。
その他 ▼ �要申込　申込締切：10/23(金）

●場所の掲載がないものは、
「各子育て支援センター」で
行います。特に掲載がない場
合でも、各自必要な持ち物
（お茶、タオル、着替え、帽子
など）をお持ちください。
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らいぶらりん
　９月19日公開の「カムイ外伝」のロケ
が市内で行われていました。歴史的な町
並みが残り、美しい自然に恵まれた滋賀
県は映画のロケ地として魅力的な土地
のようです。
　『銀幕の湖国』（サンライズ出版）によ
ると、水口城では、爆薬を用いて「続・忍
びの者」の迫力ある合戦シーンが撮影さ
れたそうです。水口の下山では、「祇園
祭」の中で、三

み ふ ね

船敏
としろう

郎さんが槍を振り回
して馬を駆り立てるロケが行われまし
た。
　信楽の陶芸家神

こうやま

山清
き よ こ

子さんをモデル
に、田

た な か

中裕
ゆ う こ

子さん主演で映画化された「火
火」の撮影では、エキストラとして参加さ
れた方もいらっしゃるのではないでしょ
うか？映画の原作となった『母さん子守
歌うたって』（ひくまの出版）は、陶芸への
情熱と親子の愛情が、子どもさんにも読
みやすい文章で描かれています。
　毎年、水口の碧水ホール等で開催され
る「甲賀映画祭」も今回で５回目をむか
え、10月11日（日）から魅力的な映画が
たくさん上映されます。
　図書館では、映画についての本や原作
本も多数所蔵していますので、ぜひ映画
鑑賞と読書の両方楽しんでください。

甲
賀
図
書
情
報
館

土
山
図
書
館

催し
3 土 14：00～14：30 おはなし会

17 土 14：00～14：30 おはなし会

27 火 ①10：30～10：50
②11：00～11：20

おはなし会
＊乳幼児向け

移動図書館 地域 小学校

5 月 松尾・岩上方面 伴谷東小学校
6 火 柏木・伴谷方面 柏木小学校
7 水 伴谷方面 伴谷小学校
13 火 貴生川方面 貴生川小学校
14 水 — 水口小学校
26 月 — 綾野小学校

水
口
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 63-7400
FAX番号／ 63-4737

催し
7 水 16：00～16：30 おはなし会

14 水 16：00～16：30 おはなし会

21 水 16：00～16：30 おはなし会

28 水 16：00～16：30 おはなし会

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 66-1056
FAX番号／ 66-1067

移動図書館 地域 小学校

6 火 大原方面 大原小学校
13 火 油日方面 油日小学校
20 火 佐山方面 佐山小学校
27 火 大原方面 大原小学校

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 88-7246
FAX番号／ 88-7005

開館時間／ 10：00〜18：00
　　 　 　（金曜日は21：00まで）
電話番号／ 86-1504
FAX番号／ 86-1505

開館時間／ 10：00〜18：00
電話番号／ 82-0320
FAX番号／ 82-3921

催し
10 土 14：00～15：00 おはなし会と工作

11 日
①11：00〜
②14：00〜

一筆彩画展 体験会

24 土 11：00～11：30 おはなし会

25 日 14：00～15：40 日曜映画会
「摩天楼を夢見て」

催し

2 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

10 土 11：00～11：30 おはなし会
＊乳幼児向け

16 金 13：30～15：30 対面朗読
＊事前予約要

18 日 11：00～
おやこでえいがかい
「まほうつかいの
ノナばあさん」

18 日 14：00～ ふるる日曜名画座
「マジェスティック」

23 金 15：00～15：20 紙芝居を楽しもう

24 土 14：00～14：30 おはなし会

催し

1 木 11：00～11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

10 土 16：00～17：00 おはなし会

15 木 11：00～11：45 おはなし会
＊乳幼児向け

24 土 16：00～17：00 おはなし会

24 土 19：30～
(19：00開場）

ピアノ・声楽・
クラリネット
コンサート

移動図書館
※都合により変更になる場合があります。
詳しくは各図書館にお問い合わせくだ
さい。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

移動図書館 小学校

21 水 朝宮小学校
22 木 多羅尾小学校
28 水 信楽小学校
29 木 雲井小学校
30 金 小原小学校

10月

●甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

 休館日　  閉館作業日　  特別整理休館日
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相談は無料ですので、お気軽にお越しください。

　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常生活での
悩みごとや心配ごとのほか、地域や職場でのトラブル
や差別など、様々な相談に応じます。

●  5日（月）　土山開発センター２階談話室
●  5日（月）　甲賀支所１階相談室
●  8日（木）　水口福祉センター２階身障研修室
●  9日（金）　信楽開発センター１階会議室F
●20日（火）　甲南庁舎２階団体室
時間／ 13：30～ 16：00

　家庭や地域・職場での人間関係、男女間のトラブル
など、暮らしの中での様々な悩みごとに応じます。

●2日（金）・5日（月）・7日（水）・9日（金）・14日（水）・16日（金）
　19日（月）・21日（水）・23日（金）・26日（月）・28日（水）・30日（金）
　水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／ 9：00～ 16：00
※相談方法：電話または面接相談（面接相談は事前予約が必要）

暮らしにかかわる様々な問題について相談に応じます。

●5・19・26日（月） 水口社会福祉センター
●6・13・20・27日（火） 老人福祉センターフィランソ土山
●1・8・15・22・29日（木）	 かふか生涯学習館
●2・9・16・23・30日（金）	 甲南庁舎２階団体室
●7・14・21・28日（水）	 信楽開発センター
時間／ 13：30～ 16：00

　就職・転職のための情報提供や公共職業安定所への
取次ぎを行います。
　また、雇用保険の受給者の方の就職活動としてもご
利用いただけます。

①●14・28日（水）		  伴谷公民館
●5・19日（月）、8・22日（木）	 牛飼教育集会所
●8・22日（木）			  土山支所 相談室 1D
●7・14・21・28日（水）	 	 梅田会館
●1・15日（木）			  清和会館
●6・13・20・27日（火）		  かえで会館
●7・14・21・28日（水）	 	 西教育集会所
②●7・21日（水）			  水口中央公民館
●2・16日（金）			   泉教育集会所
●9・23日（金）　		  新城教育集会所
●6・20日（火）			  宇川会館
●2・16日（金）			  相模教育集会所
●9・23日（金）			  大久保教育集会所
●7・21日（水）			  かふか生涯学習館
●14・28日（水）		  上野教育集会所
●2・16日（金）			  信楽開発センター
時間／①9：30～ 11：30、②13：30～ 15：30

　市が委嘱した結婚相談員が各地域で結婚を希望され
る方の相談に応じます。

●  3、17日（土）　水口庁舎南別館１階
　　　　　　　  甲南農村環境改善センター

時間／ 13：00～ 16：00

　お子さんに関する悩みごとや困りごとについて、臨
床心理士やカウンセラーが相談に応じます。予約制と
なっています。

問い合わせ受付／ 土・日・祝日を除く8：30〜17：15
場所／ 甲賀市適応指導教室、土山開発センター談話
室、かふか生涯学習館教育相談室、甲南庁舎２階教
育研究所、信楽子育て支援センター２階相談室

　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事や特殊法
人の業務について相談に応じます。

●  5日（月）　水口社会福祉センター
●  5日（月）　土山開発センター
●  8日（木）　かふか生涯学習館
●16日（金）　甲南庁舎2階団体室 
●23日（金）　信楽開発センター
時間／ 13：30～ 16：00
※�5日（月）土山開発センタ−での相談時間は10：00〜
16：00です。

10月

人権・よろず相談
人権推進課　☎ 65-0694　 63-4582

男女の悩みごと相談
相談窓口　　☎ 65-0751　　　　　　　
人権推進課　☎ 65-0695　 63-4582

心配ごと相談
甲賀市社会福祉協議会　☎ 62-8085　 63-2021

就　労　相　談
商工観光課　☎ 65-0710　 63-4087

結　婚　相　談
農業振興課　☎ 65-0711　 63-4592

教　育　相　談
学校教育課（こども教育支援係）  ☎ 86-8100  86-8196

行　政　相　談
生活環境課　☎ 65-0685　 63-4582

2009.9.1519



広報あい こうか
2009年 9月15日号

【No.102】
甲賀市役所
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６５-０６５０　FAX ０７４８-６３-４５５４

甲南庁舎
甲賀市甲南町野田810番地
〈上下水道部〉
☎０７４８-86-8000　FAX０７４８-86-8032
〈教育委員会〉
☎０７４８-86-8002　FAX０７４８-86-8380
市民窓口センター
甲賀市水口町水口6053番地
☎０７４８-６２-１６２１　FAX ０７４８-６３-４０８６
土山支所
甲賀市土山町北土山1715番地
☎０７４８-６６-１１０１　FAX ０７４８-６６-１５６４
甲賀支所
甲賀市甲賀町相模173番地1
☎０７４８-８８-４１０１　FAX ０７４８-８８-３１０４
甲南支所
甲賀市甲南町野田810番地
☎０７４８-８６-４１６１　FAX ０７４８-８６-８０２９
信楽支所
甲賀市信楽町長野1203番地
☎０７４８-８２-１１２１　FAX ０７４８-８２-３４１５
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▶甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.shiga.jp/

「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

編 集

後 記

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。

今月の納税等

納期限は9月30日（水）です。

甲賀市工業会についての問い合わせ
甲賀市工業会事務局（企業立地対策室） 
☎ 65‐0709　 63‐4087

●国民健康保険税（6期）
●保育料・幼稚園使用料
●介護保険料（6期）
●後期高齢者医療保険料
●公共下水道使用料
　・農業集落排水施設使用料

今月の納税等

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ

甲賀市の花・木・鳥
旧町で定められていた花・木・鳥は、
これからも身近な地域のシンボルとし
て大切にしていきます。

　「元気なまちかど」で、ごみ拾いをしながらリヤカー
で国内を歩いている上村さんを紹介しています。
　大阪から歩き続けて10日、甲賀市役所に立ち寄ら
れた日も、1日歩いてきたとは思えないほど元気な顔で、

リヤカーを引いて現れた上村さん。行く先々で土地の人たちとの
ふれあいを大切にされており、目的は「婚活」と冗談交じりに話
しておられましたが、荷台に積まれたごみの山を見ると、はっと
気づかされることがあり、素直に笑っていられませんでした。
　「手軽に買える物は、すぐに捨てられる」と話されていたとおり、
集められたペットボトルやビニール傘などのごみは、便利になっ
た私たちの生活を映し出しているようでした。上村さんの活動か
ら、ごみを捨てないというモラルだけでなく、ごみを出さない生
活へのヒントをもらったように思います。ふ
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工
場
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福
永
年
隆
氏
談
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◎
設
立
：
昭
和
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年
11
月

◎
従
業
員
数
：
4
8
1
名（
含
関
係
会
社
・
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◎
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1
2
5
9
番
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◎
T
E
L
6
2

-

3
3
8
1

◎
F
A
X
6
2

-

8
1
5
9

▲ お話を伺った福永さん

▲ 自動車などの合わせガラス
　 にはさむ中間膜
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▲車イスを動かしながらボールを操る
　車イスバスケットボール（関連記事は11ページ）

68101420
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甲賀ポン蔵
Ⓒ 2008 甲賀市工業会


